
 
１．一般事項 
 
（１）施工数量 
 

ビニル床長尺シート ○○○○ ○○室、廊下 ○○○㎡ 

ビニル床タイル ○○○○ ○○室、△△室、□□室 ○○○㎡ 

 ○○○○ □□室、 ○○○㎡ 

 ○○○○ ○○室、  

ソフト巾木 Ｈ＝60㎜ △△室、 ○○○m 

 
 
（２）施工条件 
１）設計仕様 

材 料 名 仕      様 備  考 

ビニル床タイル ホモジニアス系 厚2．0mm  

ビニル床シート ○○○○コーロン程度 厚2．5mm 溶接工法 

  突付け工法 

ソフト巾木 厚 1．5mm  高さ60mm  

 
 
２）要求品質 

◇ 浮き，剥離のないこと 

◇ 平滑であること 

◇ 色むら，よごれのないこと 

◇ 耐久性のあること 

◇ VOC基準に適合していること 

 
３）施工目標 

◇ 浮き率 ： 浮き面積／全仕上げ面積 3％以下 

◇ 平滑度 ： 2mで 2mm以下 

◇ よごれ，色むら ： 目立ったよごれがない 

 
上記目標を達成するため，下地コンクリートモノリシック仕上げの品質は以下とする。 

 
 



４）要求される品質とそれを左右する要素（参考） 
 
 
品質を左右 
する要素 
（施工品質） 

 
 
要求品質 

下  地 接 着 剤 仕上げ材 環 境 施工方法 
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浮き，はく離がな

い 
◎  ◎ ◎  ◎ ◎ ◎     ◎ ○  ○ 

平滑である  ◎   ○           ○ 

色むらがない          ◎  ○ ○ ○   

目地よごれがない        ○       ○  

目地の通りがよい           ○    ○  

爆発・火災を生じ

ない 
        ◎     ◎   

 
５）施工前の確認事項 

 

表面強度 
釘頭でひっかいても，削りキズができない。レイタンスが

ない 

面精度 2mで 2mm以下 

清掃状況 
床ケレンの後，電気掃除機，または“おが屑”を撒いて清

掃完了 

含水率 8％以下，または電気抵抗計で 3000Ω以上 

ひびわれ 
幅 0．3mm以上のひびわれはエポキシ注入の後，サンダー
カットする 

打継ぎ部，塗継ぎ部の目違い 目立った突起や凹凸がない 

ドア下のクリアランス 3mm以上あること 

壁と床との取合い 直角であること，水平であること 

 
 



 
（３）専門工事業者の施工体制 
 

元  請 作 業 所 TEL 03-9988-4545 

    

一次下請 
○○産業株式会社 
担当 ○○ ○○ 

TEL 03-5432-1234 

    

二次下請 
○○内装株式会社 
担当 ○○ ○○ 

TEL 03-1234-5678 

    

三次下請 
有限会社 ○○工業 
代表取締役 ○○ ○○ 
担当者 ○○ ○○ 

TEL 03-3265-9988 

    
 職 長 ○○ ○○ 

作業員 ○○ ○○ 
    ○○ ○○ 

 
 
 

 
 
 
（４）工 程 
 
１）打合せ時の工程 

 
 １０ 月  
 5 10 20 30  

ケレン・清掃 
 

                    

長尺シート張り                      

Ｐタイル貼り                      

ソフト幅木                      

 
 
 



 
２）実施工程 

 

 
 
３）配員計画（施工日数） 
床張り面積＝1,860㎡ 

1人当り平均施工面積／80㎡とする。 
∴ 1，860／80＝26.25人工 → 1日 3人で約 9日 

 
４）施工順序および作業日程 
・○○月○○日から入場し、材料を配置等の段取りを行う。 
・翌日より本作業に入り２Ｆの○○室より始め、順次上階（各室）へと進めて行く。 
・1階は最後とする。 

 
 
（５）材料の搬入と運搬 
１）搬入方法 
・材料は 4tトラックまたは 4tユニック車で搬入する。 
・新築建物の正面玄関横に指定した日時に搬入する。 
・荷降ろし時に，材料の種類，色番，数量，寸法形状，製造年月，ロット番号を確認する。 
・建物内への運搬は台車（業者もち）を使用する。 

 
２）荷揚げ方法 
・各階への揚重は本設エレベーター（仮設使用）を利用する。 
・水平運搬は人力運搬または台車を利用する。 
・予定した数量を各階 EVホールに一時荷降ろしし，各階への荷揚げ終了後，保管場所（各階）
に保管する。 
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３）保管方法 
・材料は，乾燥した室内で，かつ直射日光の当たらない平坦な床に保管する。 
・床シートは，可能なかぎり立てて保管し，俵積みを避ける。 
・溶剤型接着剤は一箇所に 100g以上は集積しない。（消防法） 
 

 
 
２．材 料 
 
１）使用材料 

床材種別 品 名 ・ 厚 さ 備   考 
ビニル床タイル ホモジニアス系 厚2．0mm  
ビニル床シート ○○商会○○コーロン程度 溶接工法 
 一般品 厚2．5mm   突付け工法 
ソフト巾木 厚 2．0mm 高さ60mm  
接着剤   

 
２）使用箇所 

施 工 箇 所 材  料  名 
2～9階事務所 ○○㈱VB150 
B1－9階廊下 ○○㈱VB130 
A階段室 △△紡 A535 
9階食堂 □□□商会，○○コーロン 
各階揚沸室 ロロリノリウム，S 5500 
幅木 ○○㈱VZ535 
階段幅木 △△紡 SHF14 

 
 
３）接着剤 
使用する接着剤のホルムアルデヒドあるいはその他のVOC含有等級はメーカーに問い合わ
せするなどして「ＪＡＩＡ－４ＶＯＣ基準適合品」F☆☆☆☆を書面で確認しておく。 



 
材 料 等 級 備    考 

接着剤 

F☆☆☆☆ 
日本接着剤工業会「室内空気質汚染対策のた

めの自主管理規定」に基づく等級（JIS と同
等）証明・表示および検索 

F☆☆☆ 
F☆☆ 
無等級 

 
シックハウス対策の技術基準より 
ホルムアルデヒドの 
発散速度（＊1） 

JIS,JASS等の表示 
大臣認定を受けた 
建築材料 

内装の仕上げの

制限 

0．005mg／㎡ h以下 F☆☆☆☆ 
第 20 条の 5 第 4 項の認
定 

制限なし 

＊1測定条件：温度 28℃，相対湿度 50％，ホルムアルデヒド濃度 0．1mg／m3（＝指針値） 
 
 

接着剤の種別と施工箇所 
施 工 箇 所 種    別 東リの場合 

一般床 

ビニル共重合樹脂系 
酢酸ビニル樹脂系 
ゴム系ラテックス形 
アクリル樹脂系 
ウレタン樹脂系 

エコロイヤルセメント・ 
エコ AR100・エコ AR200・ 
エコ AR300・ 
エコ GAセメント・ 
ゴーセイ F 

地下の最下階・玄関ホ「ル・湯沸 
室・便所・洗面所・防湿層のない 
土間・貯水層・浴室の直上床及 
び脱衣室など施工後湿気や水の影 
響を受けやすい箇所・耐動荷重性 
床シートの場合・床暖房の場合・ 
化学実験室等 

エポキシ樹脂系 
ウレタン樹脂系 

USセメント・ 
低臭USセメント・ 
US100・ 
工ポグレーP・ 
工ポグレーST・ 
工ポグレーS 

垂直面 

ビニル共重合樹脂系 
ウレタン樹脂系 
酢酸ビニル樹脂系 
ゴム系溶剤形 

CRセメント・ 
クリアス巾木糊・ 
巾木糊 

 
ビニル床シートの接着剤の種別と施工箇所 

施 工 箇 所 種         別 
共用廊下、玄関、便所、洗面所、脱衣室、台所、そ

の他湿気の生じやすい箇所 
エポキシ樹脂系、ウレタン樹脂系 

上記以外の箇所、ただし、合成ゴム系及びアクリル

樹脂系は垂直面には用いてはならない 
ビニル共重合樹脂系、酢酸ビニル樹脂系、 
合成ゴム系、アクリル樹脂系、ウレタン樹



脂系 

 
３．施 工 
 
（１）使用器具 
 

くし目ごて 

 

ハンドローラー 
ローラー 

 

デバイダー  

トーチランプ  

 
 
（２）施工前の確認事項 
１）乾燥度合いの確認 
含水率 8％以下，または電気抵抗計で 3000Ω以上 
接着工法による床材では，下地の水分は接着を阻害し，施工時に一度接着したものでも，経

時にともなって剥離を発生させることがある。 
土間床，デッキプレートを用いた床スラブでは特に注意を要する。場合によっては、水分の

目安として高周波水分計を使用することもあるが効果は期待できないことが多い。 
２）現実的な目安としては， 
ａ．モルタルでは 14日，コンクリートでは 28日以上経過していること。 
ｂ．雨水，結露による水濡れの有無 
ｃ．下地面を不透湿フイルム（ポリエチレン，アルミ箔など）で覆い水滴の発生状況で判断す

る。 
ｄ．その結果に応じて除湿，採暖あるいは通風を図るなどして乾燥させる。 

 



 
 
３）下地確認 
施工に先だち，計画書「前工程品質」どおりの下地となっているか点検する。点検後，著し

い不都合と判定された場合，係貞と協議し以下の要領にて下地補修を行う。ただし，補修費

は，本工事とは別途とする。 
 
（下地処理方法〉 
ａ．表面強度不足 
・釘頭でひっかいて 1mm以上の深さになる部分……削りとり後，速乾性下地補修材で下
地補修 
・釘頭でひっかいて 1mm以下の深さの場合……補強プライマー塗布 

ｂ．面精度不良 
・速乾性下地補修材，または，薄塗り用下地補修材で補修 

ｃ．乾燥不良 
・大型除湿機で乾燥を促進させる。 
・協議のうえ，張付け工程を遅らせる。 
 

ｄ．ひびわれ 
・エポキシ樹脂注入の上，サンダーカット 

ｅ．清掃不良 
・湿らせた“おが屑”を撒き散らし掃きとるか，吸引力の強い電気掃除機で清掃する。 

ｆ．壁，床取合い部（キリツケ）不良 
 
 

 

 
 

・タガネで取合い凸部を削りとる。 
・レベル精度不良の場合は，速乾性下地補修材で不陸修正する。 

 
４）材料確認 
作業着手前日までに次の事項を確認する。 
ａ．仕様どおりの材料であるか。 



ｂ．手配どおりの色番号であるか。 
ｃ．施工現場を実測し，必要数量の床材と接着剤が入っているか。 
ｄ．手配どおりの寸法の材料か。 
ｅ．搬入時に欠損した材料はないか。 
ｆ．製造年月日，ロット番号が揃っているか。 

 
５）作業環境確認 
ａ．気温……………………エポキシ系接着剤（夏季用）の可使時間設定のために必要。 
ｂ．通風（換気）状況……必要に応じて換気設備の用意を申出る。 
ｃ．日光の直射……………直射のおそれがある場合は，カーテンなどの措置が必要。 

 
（３）墨出し（割付け） 
ａ．床タイルの割付けは，相対する壁ぎわに，張付けるタイルの 1／2以上の大きさのものが入
るようにする。 
一度床タイルを並べてみて，壁ぎわの余り寸法がタイルの半枚分以下（15cm以下）のとき
は，下図のように床タイル半枚分中心線をずらす。 
 

 

 
 
ｂ．床シートの割付けは，材料ロスの最小となる割付けとする。 
ｃ．割付け確認後，張出し墨を床面に出す。 

 
 



NO 

YES 

 
（４）ビニル系床施工フローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下地処理 

接着剤塗布 

巾木貼付 

自主検査 

手直し 

床養生 
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片付け・清掃 

清  掃 

張り付け 

材料搬入 

材料品質確認 

荒切り 

仮敷き 

接着剤塗布 

張り付け 

ローラー押え 

継ぎ目処理 

ローラー押え 

樹脂ワックス 

検 査 

長尺シート 

Ｐタイル 



 
（５）ビニル床タイル張り 
 
１）割付墨出し 
仕上げ材の割付図または指示のデザインに従い、基準線を起こし壁ぎわ・出入口・柱付きな

どの納まりを検討して床仕上げの貼り出し墨を出す。 
 

２）接着剤塗布 
・張出し墨を消さないように所定のくし目ごてを用いてメーカー指定量を均一に塗布する。 
・一回の塗布面積は可使時間内（塗布後 10分～60分の 50分間）に張上がる部分とする。 
・オーバータイムは、接着不能の原因となるので特に注意する。 
・壁ぎわの塗布は，3mm以上の塗り残しをつくらない。 
・室温が 10℃以下の場合は速乾工法による。 
・エポキシ樹脂接着剤は，所定の配合比により必ず計量して，混合容器に入れ，混練機を使用

し十分撹拝する。 

 

 
３）床Ｐタイル張り 
・施工時の気温，通風を考慮して，所定のオープンタイム以内で張れる面積に接着剤を塗布す

る 
・オープンタイム及び可使時間は、その接着剤のメーカーの仕様に基づいて行う。 
・接着剤塗布後，所定のオープンタイム（指触してべとつきがなくなるまで）をとる。 
・貼出し墨から張りはじめ，目通りよく，目地ずれのないよう（目地の交点が十文字になるよ

う）に，手またはハンドローラーで圧着しながら張広げる。 
・目地内に接着剤が入り込まないように，置くような要領で張る。 
・壁ぎわは壁面と隙間のないように，（多少きつめに）張り，ハンドローラーでよく圧着する。 
４）ローラー押え 
・1回の張上がり完了後，接着剤の可使時間内に 45kgローラーで圧着する。 
・部分的なふくれが発見された場合，千枚通しで穴をあけ，周囲から空気を押出してハンドロ

ーラーで圧着する。 
 
（６）長尺床シート張り 
１）荒切り 
・割付け寸法より 3～5cm長めに切断する。 



・柄，模様の床シートの場合は，二枚目から柄合せ寸法だけ長く切断する。 
２）仮敷き 
・張付け施工に先だち，巻きぐせを取除くため，一昼夜程度仮敷きを行う。 

３）張付け 
・長手方向のケガキ作業が終わったら床シートの長手方向の半分を折返す。 
・オープンタイム及び可使時間は、その接着剤のメーカーの仕様に基づいて行う。 
・幅方向の壁ぎわ 1m程度，継ぎ目部 15cm程度を除き，接着剤を塗布し，所定のオープンタ
イムをとり，折返した床シートを中央部より空気を押出す要領で張付ける。 
・残る反対側も同様に張付ける。 
・圧着は床シートの中央より継ぎ目方向に向かい，幅方向に 45kgローラーで残留空気を押出
す要領で行う。 

 

 
 
 
４）継ぎ目処理 
ａ．熱溶接による接合 
・継ぎ目は重ね切りする。 
・床シート張付け後，完全に硬化してから，継ぎ目部を電動溝切機を用いて，床シートの 

2／3の深さに開先角度 60度で Vカットする。 
・熱溶接機で床シートと溶接棒を溶融し，溶接棒の両側に余盛りのビートができる程度に加

圧をしながら溶接する。 
・溶接完了後，余熱がなくなり十分冷えてから，溶接棒の突出部（余盛り部）を一度荒切り

して，仕上げ削りを行う。 
・削り取った面は熱溶接機で軽く加熱し，つや出しを行う。 
ｂ．継ぎ目溶接液による接合 
・継ぎ目は、すき間が出ないよう重ね切りまたは合わせ切りをする。 
・継ぎ目部に接着剤、油脂などの汚れがないように清掃する。 
・所定の注入器で継ぎ目溶接液を均一に注入し継ぎ目溶接が硬化するまで通行を保護する。 

 
 
５）張付け後の点検 
一区画の作業完了後，次の事項の点検を行う。 
ａ．色違い，模様の張違いはないか。 
ｂ．目違い，目地ずれ，目地隙はないか。 



ｃ．突起物，空気だまりによるふくれはないか。 
 

ｄ．汚れ，破損，損傷はないか。 
ｅ．出隅，大隅，柱まわりの納まりと接着はよいか。 
ｆ．継ぎ目処理はよいか。 
６）補修 
ａ．色違い（色調違い）……張替える。 
ｂ．目違い……多少のずれは，足などで周囲のタイルをずらし，微調整する。大きくずれてい

る場合は張替える。 
ｃ．突起物……その部分のみはがし，突起物を取除き再度張付け，よく圧着する。 
ｄ．ふくれ……鋭利なキリで穴をあけ，空気を出す。 
床シートでふくれの大きい場合は，カッターナイフで最小限の切れ筋を入れ空気を出す。 

ｅ．よごれ……接着剤などはカッター，スチールウールなどで早めに削り取り，中性洗剤を含

ませた布で拭きとった後，水拭きする。 
 
（７）ソフト巾木貼り 
１）稲妻巾木 
選定されたソフト巾木を階段の寸法・形状に合わせて、蹴上げ、踏面の出隅・入隅および踊

り場、廊下等の取り合い部は留めに切り合わせ、段違い、すき間のないようハンドローラー

等で圧着する。 
 

２）各種長尺シートの巻上げ 
・接着剤は仕上がり天端より 2mm程度逃げて塗布する。 
・床シートを巻上げる場合、壁と床の取り合い部に適当な面をとってすき間が出来ないよう、

たるみ、ひきつれないよう下地面になじみよくハンドローラー等圧着し貼り上げる。 
・床シートは仕上がり天端より長めに切断し、入隅部は、すき間なく切り合わせておさめ出

隅部は別の床シートの切り片を用いて目通りよく切りそろえ角を折り曲げて圧着する。 
・目地、出隅・入隅部は熱風溶接か溶接液を使用して継ぎ目処理を行う。 
・天端は接着剤が硬化してから引き通しよく切りそろえる。 

 
 
 
 
 
 
 



 
４．床工事自主検査 
自主検査表によりチェックを行い、手直し箇所が発生した場合は速やかに処置を行う。 

 
１）チェックシート 

 
 検  査  項  目 検査基準 備  考 

1 タイルの目違いはないか 目 視  

2 タイルの浮きはないか 反響音  

3 タイルの目地のずれはないか 目 視  

4 端廻りのタイルの圧着具合はどうか 反響音  

5 切りつけはどうか 目 視  

6 タイルの割付寸法は適切か 指示通り  

7 長尺シートの浮きはないか 目 視  

8 長尺シートの切りつけはどうか 反響音  

9 長尺シートの割付寸法は適切か 目 視  

10 溶接方法は適切か 〃  

11 端廻りの長尺シートの圧着具合はどうか 〃  

12 巾木の浮きはないか 〃  

13 巾木のジョイントはどうか 〃  

14 巾木の出隅・入隅加工はよいか 〃  

15 巾木の天端の通りはどうか 〃  

16 巾木糊が巾木面よりはみ出していないか 〃  

17 全体の仕上げ状態はよいか 〃  

 



 
（８）ロールカーペットの施工 
 
１）工法 
ａ．ロールカーペットの敷き詰めは、接着工法、グリッパー工法が標準仕様となる。そのほか

にマジックテープ工法等がる。 
ｂ．接着工法には、全面接着工法、ピールアップ工法との組合せ工法等、商品と施工場所等に

より多様な接着工法が採用されている。 
ｃ．グリッパー工法は、アンダーレイの種類と厚み・グリッパーの種類を、商品と使用場所に

より選定することが重要となる。 
 
２）施工手順 
ａ．施工に適した下地 
①コンクリート仕上げ、モルタル仕上げ、Ｐタイル等 
②下地は、乾燥した平滑で堅牢な下地であること。 
③湿気の多い場所には使用しない。（カビ・臭気・汚れ等が発生する恐れがある） 

 
ｂ．下地の確認と調整 
①水分を含む材質の場合は十分に乾燥していることを確認する。 
②ホコリ、ゴミ、油分、ワックス、塗料等を十分に取り除く。 
③不陸がある場合は、平滑に補修を行う。 
④段差がある場合は、レベル調整を行う。 

 
ｃ．採寸とカーペットの必要量 
①図面及び現場実測により、カーペットの必要量を出す。 
②柄物は、柄リピートを考慮（幅ロス、長さロス）して必要量を決める。 
③施工に必要なロス(幅ロス、長さロス)を考慮して、必要量を決める。 
④廊下や出入り口などの歩行量の多い場所は、カーペットのジョイントを極力避けて採寸す

る。 
⑤ジョイントは幅成り（両耳落し）でジョイントするようにする。 
（極力、中央部と端部(幅方向)のジョイントは避ける） 

⑥ジョイントがある場合は、施工順に番号を付ける。 
（生産の順にカットし、ジョイント部の色差を極力小さくする） 

 
ｄ．糊の選定（接着工法） 
①カーペット用のホルムアルデヒドＦ☆☆☆☆対応品を使用する。 
②下地の種類、使用商品、使用場所(用途)により選定する。 
④糊は冷暗所で保管する。 
（冬場は糊の凍結に注意する。凍結すると使用できなくなるので注意） 



 
ｅ．基準線（墨出し） 
①歩行頻度とロスを考慮して基準線を出す。 
②部屋の全幅・全長を測定して、壁にできる限り平行になるよう考慮する。 

 
ｆ．糊の塗布 
①基準線に沿って、施工する部分に塗布する。 
②くし目コテを使用して塗布する。 
③接着の場合は、塗布後短時間でカーペットを貼れる部分のみ塗布する。 
（糊が乾燥すると接着できなくなる） 
④ピールアップの場合は、糊が乾燥して（透明になって）からカーペットを貼る。 
（糊が白い状態（未乾燥）ではカーペットが剥がれなくなる） 
⑤糊の臭いが気になる場合は、換気を行う。 

 
ｇ．グリッパー施工とアンダーレイの敷き込み（グリッパー工法） 
①部屋の４辺に、カーペット厚と用途に合ったグリッパーを取り付ける。 
②グリッパーの固定は、専用釘（下地により選定）を使用する。釘が使用できない床は、カ

ーペットの張力に耐える接着剤で固定する。 
③グリッパーの位置は、カーペットの厚みに合った、壁との間隔を取って施工する。 
（カーペット総厚さの 2／3 程度） 

④アンダーレイは、グリッパー厚に合った指定の物を使用する。 
⑤アンダーレイの施工は、部分的に糊を使用して、床に固定施工する。 
⑥アンダーレイは乾燥していることを確認する。 

 
ｈ．カーペットの敷き込み 
①商品名（品番）、色相（色番）、ロットNo、数量を確認する。 
②カーペットのパイルは方向性があるので、方向を確認する。 
（基布幅端部の色線の違いで確認できる）ジョイントがある場合は、必ず方向を合わせる。

（方向が違うと色差が発生する） 
③カーペットを広げ、巻きジワ等の癖を取ると同時に、施工室内の温度に馴染ませる。 
④カーペットは、目に沿ってカットする。 
⑤柄物でジョイントする場合は、柄リピートを合わせてカットする。 
⑥部屋の全幅・全長を確認し、カーペットが壁と平行になるように基準（墨出し）を決める。 
⑦カーペットのジョイント 
◇接着方式 
・ジョイントがある場合は、両耳をカット（１～２ｃｍ）し、ジョイントするカーペット

を突き詰めて施工順に並べる。（修正が不可能な蛇行部は直線上にカットする） 
・中央部の基準線に合わせた２枚を、それぞれ約１／２をめくり（６）に従ってのりを塗

布する。 
・めくった２枚を元に戻し、基準線に合わせて突き詰めて施工する。（程度の軽い長さ方

向の蛇行・幅方向の湾曲はニーキッカーで修正して下さい、テンションを掛けた部分は



接着剤が乾燥するまで重石で圧着する） 
・目に沿ってカット出来なかった箇所は、ジョイントボンド等で糸もつれ止め処理を行う。

歩行量の激しい場所はジョイントボンドで処理する。 
・カーペットの敷き詰めが完了したら、シワ・フクレ等を修正しながら、ローラーでよく

圧着する。 
・施工が完了した部分は、歩行禁止にする。 
・以降同様な作業を繰り返して、全面を施工する。 
◇グリッパー方式 
・施工済みアンダーレイ上に、接着方式と同様にカーペットを並べる。 
・ジョイント部の下に指定のシーミングテープを敷き入れる。 
・シーミングテープ用アイロンで、テープ上の樹脂を溶融する。 
・溶融した部分に、カーペットジョイント部を突き詰めて圧着し、冷却固定する。 
（溶融不十分な場合は接着力が低下します、又、樹脂が冷却するまでは、重石をする） 
・その他は接着方式と同様に注意して施工する。 
⑧施工中臭いが気になる場合は、換気を行う。（臭いは素材特有のもの） 

 
３）施工完了後の留意事項 
ａ．施工完了後は関係者以外の立ち入りを禁止し、ビニールシート等で養生する。 
（養生材はパイルへの汚染のない物を使用する） 

ｂ．施工後の残材等を廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処理業者に処分を委託する。 
ｃ．梱包材などを焼却する場合は、都道府県条例に基づいて処分する。 
ｄ．施工後、台車・家具等の重量物を移動する場合は、合板等で保護する。 
ｅ．引渡し清掃の際、清掃業者に漂白剤や錆落し剤をこぼさないよう指導をおこなう。パイル

の変色を招く。 
 
 



（９）タイルカーペットの施工 
 
１）タイルカーペットの施工方法 
タイルカーペットの標準工法は、横ズレや移動を防止するために、ピールアップボンドによ

る全面塗布又は、自己粘着タイプを使用する。 
この、横ズレを防ぎ、縦の剥離が可能な施工方法により、OA フロア上のカバー材として、
配線工事等の作業が容易になる。 

 
２）施工手順 
ａ．下地床材 
タイルカーペットの敷き込みには、コンクリートモルタル仕上げや、Ｐタイル、ＯＡフロ

ア等（アルミ・ＧＲＣ・エポキシ系塗装仕上げ）の下地が適している。 
①水分、油分、ほこり、ゴミ、ペンキ等は十分に取り除いて下さい。＊ 不陸がある場合は、
平滑に仕上げる。 
②段差がある場合は、出来るだけレベルが合うよう調整する。 

 
ｂ．割付け 
①一枚のサイズ５０㎝角のものを、出来る限りカットせずに、互換性を生かした割付けをす

る。 
②廊下、部屋の出入口など歩行量が多く汚れやすい場所には、交換しやすいように割付けす

る。 
③壁際等に極端に小さなカットが入らないように、基準線をずらすなど状況に応じて割付け

る。 
 

ｃ．パイルの方向性と敷き方 
タイルカーペットに限らず、カーペットのパイルには通常、方向性がある。 
従って、パイルの方向を変えることによって、色相が変わってしまう特性を有している。

この特性を使って、意図的に市松柄（市松敷き）を出したりする事も可能になる。また、

パイルの方向を一定にすることにより、一枚もの（順目流し）のようにする事も可能。 
いずれにせよバッキングの方向性表示の矢印にしたがって､市松敷き、順目流しに敷き込

む。 
※ 順目敷きの場合は、矢印の方向は必ず一方に揃えて貼る。 
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市松敷き                 順目流し 

 
ｄ．敷き込み 
①最初の段階でタイルが動くのを防ぎ、かつ確実に直線に、また直角にする為に基準線に沿

って接着剤を塗ります。接着剤の塗布量については、下地の種類・状況、施工時の環境等

により多少変わる事もあります。標準塗布量としては、以下の表を目安にする。 
 

下地 モルタル Ｐタイル OAフロア 

接着方法 全面接着 全面接着 部分接着 

標準塗布量 80～100ｇ／㎡ 40～50ｇ／㎡ 16～25ｇ／㎡ 

 
②接着剤の白濁した色が無色透明に変化（約１０～１５分後）しましたら、基準線に沿って

正確にタイルを固定していく。 
③以後は、段階工法を使って順次施工していく。 
④敷き込みには、隙間無く、つきつめて施工する。ニーキッカーの使用は不要。 
※ OAフロアの場合、自己粘着タイプ加工品を使用すれば、接着剤の塗布が不要になり、
接着の度合いも安定し、目地部に接着剤がたまることもなく、メンテナンス上もベスト。 
※ 広い面積での施工には作業効率を高めるために、そして実際の使用にあたって横ズレ
しないように全面接着が好ましい。また作業効率を高めるために、なるべく自己粘着タ

イプを使用する。 
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カーペット施工フローチャート 
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仮  敷  き 

荒切り裁断 
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オープンタイム 

貼 り 付 け 

下地確認・調整 

採 寸・墨 出 し 

タイルカーペット工法 

接 着 剤 塗 布 

オープンタイム 

貼 り 付 け 

施工中養生 

施工後の点検・養生 

クリーニング 

見本決定・発注 

材料搬入・保管 

グリッパー工法 

グリッパーの取付け 

下敷き材の敷き込み 

仮  敷  き 

荒切裁断 

貼り方向 

ジョイント接合 

ヒートボンド接合 

手縫い・ほつれ留め 

敷 き 込 み 

貼り方向 



 
４．片付け・養生 
 
１）片付け 
ａ．梱包材料，裁ち屑は，作業終了後 1F廃材置場に集積する。 
ｂ．溶剤形接着剤の空き缶は，有機溶剤の蒸気が発散するおそれがあるので，1F 屋外の空き缶
置場（元請作成）に集積する。 

ｃ．日々の作業終了時には，工具類，使いかけ接着剤，開梱した床材は一箇所に整理整頓する。 
 
２）養 生  
ａ．自主検査完了後，ゼネコン係員立会いの完成検査を行う。 
ｂ．検査後，主要通路には通気性のあるシートで養生する。 
ｃ．養生箇所は後掲の図のアミ部分とする。（養生はゼネコンで行う） 
ｄ．床仕上げ上で作業をする場合（フアンコイル取付工事など）は，作業場所全体にシート養生

を行う。 
ｅ．原則として，床タイル仕上げ場所の入場は禁止する。（床工事完了を表示する） 
ｆ．張付け後，直射日光が当たる部分はカーテンなどで養生する。週に一回ぐらいは換気する。 

 
３）ワックスがけ 
ａ．竣工引渡し直前に最終清掃を行う。（元請） 
ｂ．全面水拭きを行う。 
ｃ．乾燥後，樹脂ワックス仕上げを行う。 

 
４）安全事項 
ａ．床ビニルタイル張り工事における安全事項 
・工事現場は常にに整理整頓しておく。 
・窓のない部屋で溶剤形接着剤を使用する場合は換気装置を設置する。 
（空気より比重が重いので部屋の低い部分にたまりがちになる） 
・同上の場合，トーチランプ，差込みプラグのスパークなどの火気による爆発の危険もあり， 
換気には細心の注意をはらう。 

 
ｂ．有機溶剤作業主任者の選任 
溶剤形接着剤による床材施工を継続的に実施する場合は、有機溶剤作業主任者の有資格者が

作業を管理する。 
 
ｃ．有機溶剤作業上の注意 
揮発性の溶剤で、蒸気を吸収すると中毒をおこすおそれがあるので取り扱いには以下の注意

事項を守る。 
①取り扱い増所には局部排気装置を設ける。 
②容器から出し入れする時にはこぼれないようにする。 
③取り扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて防毒マスクまたは送気マスク・保護



手袋などを着用する。 
④取り扱い後は手洗い、うがい、洗面を十分に行う。 
⑤一定の場所を定めて保管する。 
⑥有機溶剤作業主任者が必要な作業場には、黄色の旗をたてる。 

 
ｄ．保管数量（消防法で定められているこ） 
溶剤形・反応形接着剤は含有する有機溶剤の引火による火災の危険性から、消防法では一ヶ

所の貯蔵恨度量が溶剤の種類や引火性の程度別に規制されている。カタログなどに掲載され

ている数量以下であっても、この数量の 1/5を超える場合は、市条令によって少量危険物取
扱の規制を受けることがあるので、所轄消防署への確認が必要。 

 
 

規制を受けない 
市条令規制 

（少量危険物貯蔵、取り扱い） 

消防法規制 
（危険物貯蔵、 
取り扱い） 

●危険物第四類 
第一石油類 

～40㍑ 40㍑～200㍑ 200㍑～ 

●●危検物第四類 
第三石油類 

～400㍑ 400㍑～2000㍑ 2000㍑～ 

●●●危険物第二類 
引火性個体 

～200kg 200g～100kg 1000kg～ 

 
ｅ．保管場所 
風通しの良い 5℃～35℃の冷暗所に保管する。 
周囲に可燃物を置かない。 

ｆ．有効期間の厳守 
缶に記載された日付から有効期限以内に使用する。 
特に表示がない接着剤の有効期限は 1年。 

ｇ．使用残の接着剤 
一旦出した接着剤は缶に戻さない。原則として、開缶後は残さず使い切り、残った撞着剤を

保管して使用することはさける。 
ｈ．施工後は換気に注意が必要 

 
 
 
 
 
 


